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研究成果の概要（和文）：東北メディカル・メガバンク機構でのデータ利用が人事異動や、新型コロナウイルス
感染症の影響で難しくなったため、既存のデータである日本のJAGESと英国のELSAのデータを用いた解析によ
り、口腔と全身の健康やそれに関わる社会的な影響について分析を行った。日本と英国ともに、歯の本数の減少
や入れ歯の不使用といった口腔の健康が悪いことと、社会的孤立スコアが高いことの関連が明らかになった。特
に英国において、口腔状態の不具合によって社会的孤立スコアが高いことは、口元を含めた口腔全体の表現を重
視する欧米の文化的な背景の差が原因かもしれない。

研究成果の概要（英文）：Our aim was to examine differences in the association between oral health 
status and social isolation among older people by comparing Japan and England. We used 
cross-sectional information obtained from adults aged 65+ in two ongoing prospective cohort studies:
 The Japan Gerontological Evaluation Study (JAGES, N = 120,195) and the English Longitudinal Study 
of Ageing (ELSA, N = 3,958).Compared to England, more Japanese participants were socially isolated 
(1.4% vs. 5.8%), but fewer were edentulous (13.1% vs. 7.7%). In both countries, oral health was 
associated with social isolation; this association could be stronger in England than in Japan.

研究分野： 社会系歯学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、高齢者において口腔の状態が良いことは、社会参加や閉じこもりにくさに影響することが明らかにな
っていたが、今回の研究により、良い口腔機能を保つ（歯の本数が多いこと、義歯を使用する）ことが、社会的
孤立を防ぐことがわかった。日本では独居者の増加や近隣関係の希薄化に伴い、今後、社会的孤立者のその急増
が予想されている。さらに、新型コロナウイルス感染症の流行による社会活動の制限から、人々の孤独・孤立の
問題は深刻さを増している。本研究によって口腔の健康が社会的孤立に関連していることが明らかになり、口腔
の健康の重要性を示す基礎資料になると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

先進諸国が今後訪れる高齢社会に対する課題は、現在日本が抱える最大の問題であり、世界の先

駆的な研究を行うべき重点項目である。歯科補綴は高齢者を対象に行うことが多く、治療の選択

は健康寿命延長に関する重要な要素である。 

これまで 1981 年にオランダ補綴医 Käyser AFは「第二小臼歯まで存在すれば、積極的に補綴を

しなくとも、著しい残存歯の歯槽骨レベルの減少や顎機能の異常の発現がみられることは少な

い」と提唱し（Käyser AF, 1981）、欧州では短縮歯列（Shortened Dental Arch :SDA）が支持さ

れてきた。諸外国でのシステマティックレビューでは SDA に対して肯定的な結論を示し、機能的

に健全であることを示している（Steele JG et al. 1997, Steele JG et al.2004 など）。しか

し、SDA の概念は受け入れられてはいるものの、広く実施はされていないのも事実である（Kanno 

T, 2006）。 

日本では 笛木らの研究（Fueki K et al. 2010）で SDA に対して補綴することにより口腔 QOL と

客観的咀嚼能力が向上することが明らかにされている。が、大学歯科を受診している患者に限ら

れており、地域住民における大規模疫学調査は存在しない。 

そこで、本研究では東北メディカル・メガバンク機構が施行している地域住民コホート調査のデ

ータを用いて、短縮歯列とオーラルフレイルやフレイルとの関連について検証する予定であっ

た。2018-2019 年にはデータ利用のための倫理審査や、データクリーニング作業などを行い、デ

ータの基礎的なデザイン論文に携わり、共著者となっている（Tsuboi A et al. 2020）。しかし、

研究代表者の人事異動、新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴う移動制限などによって、東北

メディカル・メガバンク機構のデータを使用して研究遂行が難しい状況になった。そのため、デ

ータ利用が可能で、日英比較が可能な日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation 



Study: JAGES）データ、英国縦断高齢化調査（English Longitudinal Study of Ageing: ELSA）

データを用いて、口腔の状態（歯の本数、義歯の利用）と社会的孤立との関連についての検証を

行った。 

 

２．研究の目的 

口腔の健康状態によって、機能的な要因や審美的要因から閉じこもりなどの社会関係に影響す

ることが明らかになっている。昨今、社会関係の問題点として社会的孤立が挙げられており、特

に高齢者において、社会的孤立は様々な健康状態と関係すると言われ、社会的孤立した集団では

疾病の罹患や死亡率が高いことなどが明らかになっている。 

しかし、口腔の健康状態によって社会的孤立と関連があるのか、国が異なってもその関連がある

のかについて明らかにした研究はなく、本研究では英国と日本の高齢者のデータを使用し、口腔

の状態（歯の本数と義歯の使用）と社会的孤立との関係を比較・検討した。 

 

３．研究の方法 

日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study: JAGES）の 2016 年の調査デ

ータと、英国縦断高齢化調査（English Longitudinal Study of Ageing: ELSA）の 2014/15 年の

調査データを用いて、横断研究を行った。（対象者数：日本, 119,829 人; 英国, 3,958 人）。口

腔状態は、歯の本数（0本/1-9 本/10-19 本/20 本以上）と入れ歯（義歯）の使用（0-9 本で義歯

使用なし/0-9 本で義歯使用あり/10-19 本で義歯使用なし/10-19 本で義歯使用あり/20 本以上）

を用いて評価した。社会的孤立は、①独居（未婚あるいは配偶者・パートナーと同居していない）、

②子どもとの交流が乏しい（子と同居していない、あるいは子どもとのサポートの授受がない）、



③親戚との交流が乏しい（親戚とのサポートの授受がない）、④友人との交流が乏しい（友人と

会う頻度が月 1回未満、あるいはサポートの授受がない）、⑤社会参加がない、それぞれに該当

した場合を各 1点として 0～5点で評価した（点数が高いほど孤立傾向）。口腔の状態と社会的孤

立との関連性を順序ロジスティック回帰分析により解析した。解析では年齢、性別、学歴、所得、

疾病、健康感、ADL（Activity of daily living）、喫煙の影響を統計的に調整した。 

 

４．研究成果 

日本と英国と共通して歯の本数が少ない人や、歯の本数が少なく義歯を使用していない人は社

会的孤立スコアが高く、統計的に有意な関連性が認められた。また、その影響の程度は英国にて

大きい可能性が示された。具体的には、歯が 20本以上ある人に比較して 0本の人では、社会的

孤立のスコアが高い（つまり社会的孤立が深刻である）可能性が、日本では 1.24 倍、英国では

1.76 倍、有意に高いことが示された。また、歯が 20本以上ある人に比較して歯が 0-9 本でかつ

入れ歯を使用していない人では、社会的孤立のスコアが高い可能性が、日本では 1.78 倍、英国

では 3.45 倍、有意に高い結果だった。 

これらの結果から、日本と英国ともに、歯の本数の減少や入れ歯の不使用といった口腔の健康が

悪いことと、社会的孤立スコアが高いことの関連が明らかになった。特に英国において、口腔状

態の不具合によって社会的孤立スコアが高いことは、口元を含めた口腔全体の表現を重視する

欧米の文化的な背景の差が原因かもしれない。東アジアでは、感情の変化を目元で把握するのに

対して、欧米では、より表現をしやすい口元で感情の変化を表すことが先行研究からも示されて

いる（Yuki M. et al. 2007）。 

日本では独居者の増加や近隣関係の希薄化に伴い、今後、社会的孤立者のその急増が予想されて



おり、さらに、新型コロナウイルス感染症の流行による社会活動の制限から、人々の孤独・孤立

の問題は深刻さを増している。本研究によって口腔の健康が社会的孤立に関連していることが

明らかになり、口腔の健康の重要性を示す基礎資料になると考えられる。 

 

 

図１．歯の本数と社会的孤立の関連 
 

 
 
 
図２．義歯の使用と社会的孤立の関連 
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